
書

評

中
島
柴
章
著

明
代
郷
村
の
紛
争
と
秩
序

|
|
徽
州
文
書
を
史
料
と
し
て
|
|加
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昨
年
物
故
さ
れ
た
中
園
枇
曾
科
皐
院
歴
史
研
究
所
周
紹
泉
研
究
員
は
常
々

こ
の
よ
う
に
語
っ
て
い
た
。
「
徽
州
文
書
に
は
宋
代
以
来
民
図
ま
で
の
史
料

が
含
ま
れ
て
お
り
、
一
個
の
地
域
の
様
キ
な
事
象
に
つ
い
て
一
貫
し
た
長
期

に
亘
る
研
究
が
可
能
で
あ
る
。
こ
の
研
究
を
遇
じ
て
一
つ
の
モ
デ
ル
を
作
り
、

各
地
の
各
時
代
の
事
象
と
比
較
す
れ
ば
、
よ
り
意
味
の
あ
る
中
園
史
絞
遮
を

行
う
こ
と
が
で
き
る
。
」
と
。
中
島
楽
章
氏
は
周
氏
の
薫
陶
を
受
け
た
研
究

者
で
あ
り
、
日
本
に
お
い
て
徽
州
文
書
を
研
究
す
る
若
手
の
第

一
人
者
で
あ

る
。
本
書
は
題
名
こ
そ
「
明
代
」
を
冠
し
て
い
る
が
、
周
氏
の
言
葉
を
受
け

た
か
の
よ
う
に
徽
州
に
お
け
る
民
間
紛
争
の
有
り
様
を
宋
代
以
降
通
史
的
に

描
こ
う
と
し
た
作
品
で
あ
る
。
今
後
、
我
々
が
民
間
紛
争
を
議
論
す
る
場
合
、

中
島
氏
が
提
示
し
た
モ
デ
ル
を
足
掛
か
り
と
す
れ
ば
有
意
義
な
議
論
展
開
が

可
能
と
な
ろ
う
。
各
章
の
表
題
と
奮
稿
の
表
題
及
び
初
出
年
を
鳳
争
、け
れ
ば
以

下
の
通
り
で
あ
る
。

第
一
章
徽
州
文
書
研
究
の
展
開
(
書
き
下
ろ
し
)

第
二

章

宋

元
・
明
初
の
徽
州
郷
村
枇
舎
と
老
人
制
の
成
立
(
奮
稿
原
題

「
徽
州
の
地
域
名
望
家
と
明
代
の
老
人
制
」
、

一
九
九
五
年
)

第
三
章
明
代
前
半
期
、
里
甲
制
下
の
紛
争
庭
理
(
同
「
明
代
前
半
期
、

里
甲
制
下
の
紛
争
慮
理
||
徽
州
文
書
を
史
料
と
し
て
l
l
I」
、
一

九
九
五
年
)

第
四
章
明
代
中
期
の
老
人
制
と
地
方
官
の
裁
判
|
|
訴
訟
文
書
に
み
る

|
|
(
同
「
明
代
中
期
、
徽
州
府
下
に
お
け
る
『
値
亭
老
人
』
に
つ

い
て
」
、
一
九
九
四
年
)

第
五
章
紛
争
と
宗
族
結
合
の
展
開
ー
ー
ー
休
寧
懸
の
若
州
呉
氏
を
め
ぐ
っ

て
|

|

(
同
「
明
代
徽
州
の
一
宗
族
を
め
ぐ
る
紛
争
と
同
族
統
合
」
、

一
九
九
六
年
)

第
六
章
明
代
後
期
、
徽
州
郷
村
枇
舎
の
紛
争
慮
理
(
問
題
、
一
九
九
八

年
)

第
七
章
明
末
徽
州
の
佃
僕
制
と
紛
争
(
問
題
、

一
九
九
九
年
)

第
八
章
結
語

(書
き
下
ろ
し
)

右
に
示
し
た
通
り
、
本
書
は
個
別
論
文
を
編
輯
再
構
成
し
た
も
の
で
あ
り
、

各
章
は
必
ず
し
も
有
機
的
に
連
結
さ
れ
て
い
る
わ
け
で
は
な
い
。
金
八
章
の

内
、
第
一
章
は
徽
撃
研
究
の
紹
介
、
第
五
章
と
第
七
章
は
事
例
の
紹
介
と
解

轄
を
内
容
と
し
て
お
り
、
「
論
」
が
展
開
さ
れ
て
い
る
誇
で
は
な
く
、
評
す

る
こ
と
は
難
し
か
ろ
う
。
根
幹
を
成
す
議
論
は
他
の
章
に
お
い
て
行
わ
れ
て

い
る
。
よ
っ
て
、
本
評
は
、
第
二
章
か
ら
第
四
章
、
第
六
章
、
第
八
章
を
議

論
の
封
象
と
し
て
扱
う
こ
と
と
す
る
。

本
書
の
中
で

一
貫
し
て
論
じ
ら
れ
て
い
る
の
は
郷
村
レ
ヴ
ェ
ル
に
お
け
る

紛
争
慮
理
が
誰
に
よ
り
主
催
さ
れ
、
知
何
に
慮
理
さ
れ
て
い
た
か
と
い
う
こ

と
で
あ
る
。
中
島
氏
の
言
葉
を
借
り
れ
ば
、
「
明
代
徽
州
の
文
約

・
合
同
な

-137-



138 

ど
の
民
間
文
書
と
各
種
の
訴
訟
文
書
を
中
心
と
し
、
族
譜
や
地
方
志

・
文
集

な
と
の
関
連
資
料
を
も
用
い
て
、

明
代
を
通
じ
て
の
郷
村
に
お
け
る
紛
宇
庭

理
の
貧
態
と
そ
の
繁
遜
を
明
ら
か
に
し
、
さ
ら
に
そ
の
背
景
を
な
す
祉
舎
町
変

動
や
宗
族
結
合
の
展
開
、
徽
州
特
有
の
佃
僕
制
な
と
の
諸
問
題
を
論
じ
、
首

時
の
郷
村
枇
曾
に
お
け
る
紛
争
解
決
と
秩
序
形
成
の
あ
り
方
を
描
き
出
す
」

と
い
う
こ
と
に
な
る
。
本
書
に
お
い
て
行
わ
れ
る
議
論
構
成
は
お
お
よ
そ
時

期
に
よ
っ
て
四
期
に
匡
分
し
う
る
。
第

一
期
は
明
代
初
期
以
前
(
宋
元
時
代

以
降
洪
武
年
間
以
前
)
、
第
二
期
は
明
代
前
期

(
『数
民
傍
文
』
頒
行
か
ら
正

統
年
開
ま
で
)、
第
三
一
期
は
明
代
中
期

(景
泰
年
聞
か
ら
正
徳
年
間
)、
第
四

期
は
明
代
後
期

(嘉
靖
年
間
以
降
)
と
で
き
よ
う
。

第

一
期
は
「
老
人
制
」
成
立
ま
で
の
前
史
と
し
て
描
か
れ
る
。
宋
代
か
ら

明
代
に
至
る
地
域
史
の
逮
捕
帆
性
を
ふ
ま
え
、
絞
述
は
宋
代
か
ら
起
こ
さ
れ
る
。

宋
代
、

徽
州
が
岡崎
す
る
江
南
東
路
は

「
健
訟
」
の
地
と
し
て
悪
名
を
轟
か
せ

る

一
方
で
、
郷
村
の

「長
者
」
や

「
慮
士
」
と
い

っ
た
名
望
家
が
寅
力
を
背

景
と
し
て
私
的
に
で
は
あ
る
が
紛
争
慮
理
を
行
い
枇
合
秩
序
を
維
持
し
て
い

た
こ
と
が
傍
え
ら
れ
る
。
同
様
の
情
況
は
元
代
の
史
料
に
お
い
て
も
描
潟
さ

れ、

地
方
官
も
「
父
老
」

・
「
者
老
」
た
る
地
域
の
名
望
家
に
郷
村
の
秩
序
維

持
を
行
う
こ
と
を
期
待
し
た
。
後
の

『数
民
傍
文
』
に
お
い
て
も
老
人
や
郷

里
枇
舎
の
責
務
と
さ
れ
た
軽
微
な
紛
争
の
庭
理
、
勧
曲
展
、
教
導
と
い
っ
た
役

割
は
「
父
老
」
が
挽
う
も
の
と
考
え
ら
れ
て
い
た
。
「至
元
新
格
」
に
よ
れ

ば、

縦
長
は
「
民
事
的
な
紛
争
の
調
停
機
」
あ
る
も
の
と
さ
れ
、
現
に
徽
州

で
は
元
末
に
至
る
ま
で
郷
村
の
紛
争
解
決
に
蛍
た

っ
て
い
た
。
紛
争
庭
理
に

附
し
て
元
代
の
祉
長
が
後
代
の
堅
長

・
老
人
な
ど
と
異
な
る
の
は
、
専
ら
在

地
で
の
紛
争
調
停
を
職
賓
と
し
、

地
方
官
街
に
持
ち
込
ま
れ
た
紛
争
の
底
辺

に
針
し
て
賓
地
検
設
を
行
う
な
ど
の
閥
輿
を
し
な
か
っ
た
こ
と
が
宿
現
わ
れ
る

こ
と
で
あ
る
と
い
う
。
明
代
洪
武
初
年
の
動
き
は
定
か
で
は
な
い
が
、
里
甲

制
が
全
園
に
施
行
さ
れ
た
洪
武
十
年
代
か
ら
傍
統
的
な
「
父
老
」
暦
の
役
割

を
制
度
化
し
た
「
者
宿
」
や
「
老
人
」
が
配
置
さ
れ
郷
村
内
の
制
度
が
整
備

さ
れ
て
い

く
。
軽
微
な
訴
訟
を
庭
決
す
る
老
人
の
職
責
も
二
七
年
ま
で
に

「
元
代
の
祉
制
に
倣
う
よ
う
に
し
だ
い
に
導
入
さ
れ
」
成
文
化
さ
れ
た
。
徽

州
に
お

い
て
も
在
地
の
地
主
や
富
民
を
出
自
と
す
る
「
者
老

(老
人
こ
に

よ
る
紛
争
庭
理
が
行
わ
れ
て
い
た
こ
と
を
示
す
史
料
が
者
宿
制
駿
止
前
後
か

ら
現
れ
る
。

「
数
民
祷
文
』
頒
行
直
後
で
あ
る
第
二
期
、
こ
れ
ま
で
の
通
説
で
は
「
里

老
人
制
」
は
早
今
に
崩
壊
し
た
も
の
と
さ
れ
て
い
た
。
し
か
し
、

中
島
氏
は

文
書
史
料
に
基
づ
き
、
明
代
前
期
に

「老
人
を
中
心
と
し
て
か
な
り
貧
質
的

な

『郷
村
裁
判
』
が
行
わ
れ
た
」
と
す
る
。
そ
の

一
例
と
し
て
、

官
一徳

・
正

統
年
間
に
お
け
る
祁
門
際
十
西
都
謝
氏
の
山
場
争
い
が
翠
げ
ら
れ
る
。
こ
こ

に
お
い
て
は

『数
民
携
文
』
の
通
り
投
訴
が
里
長

・
老
人
に
封
し
て
行
わ
れ
、

彼
等
が
官
に
提
訴
さ
れ
る
前
段
階
の
紛
争
庭
理
を
行

っ
て
い
る
だ
け
で
な
く
、

地
方
官
街
か
ら
事
賓
調
査
を
命
ぜ
ら
れ
て
い
る
。
明
代
前
期
の
徽
州
郷
村
枇

舎
で
は

『数
民
携
文
』
の
規
定
は
空
文
化
し
て
お
ら
ず
、
「
老
人
・

里
長
を

中
心
と
し
て
、

『衆
議
』
や
同
族
な
ど
の
民
間
調
停
と
が
相
互
に
補
い
合
い
、

全
健
と
し
て
紛
争
の
解
決
が
圏
ら
れ
て

い
た
」
。
本
書
で
取
り
上
げ
ら
れ
た

事
例
は
九
件
で
あ
り
、
多
く
は
な
い
が
、
線
て
が
郷
村
レ
ヴ

ェ
ル
で
和
解
に

至
っ

て
い
る
。

第
三
四
別
で
あ
る
明
代
中
期
に
は
、
老
人
や
里
長
の
紛
争
庭
理
に
お
け
る
位

置
が
や
や
愛
質
し
て
く
る
。
第

一
に
、
郷
村
に
お
け
る
紛
争
庭
理
の
態
様
は

里
長

・
老
人
が
庭
決
ま
で
を
行
う
「
郷
村
裁
判
」
の
様
相
を
薄
め
て
、
老
人

の
肩
書
き
が

「
勧
議
里
老
」
な
ど
と
署
名
さ
れ
る
よ
う
に
調
停
の
性
格
を
強
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め
て
い
く
。
調
停
作
業
は
村
落
・
親
族
の
レ
ヴ
ェ
ル
に
お
い
て
も
同
時
に
行

わ
れ
、
中
人
の
役
割
が
増
大
し
た
と
い
う
。
第
二
に
、
塁
長

・
老
人

へ
の
投

訴
を
経
て
府
豚
に
提
訴
さ
れ
た
こ
と
を
明
記
す
る
文
書
が
減
少
す
る
。
逆
に

府
鯨
に
提
訴
さ
れ
た
事
案
の
賓
地
検
讃
や
事
{
貫
調
査
が
老
人
や
里
長
に
命
ぜ

ら
れ
る
こ
と
が
多
く
な
る
。
こ
の
時
期
の
訴
訟
は
、
大
部
分
が
地
方
官
と
老

人

・
里
長
と
の
聞
で
執
り
行
わ
れ
る
文
書
行
政
の
中
で
解
決
さ
れ
て
い
た
。

提
訴
を
受
理
し
た
地
方
官
か
ら
帖
文
に
よ
り
貧
地
検
護
や
事
賓
調
査
を
命
ぜ

ら
れ
た
里
長
・
老
人
は
、
申
文
に
よ
り
結
果
を
報
告
す
る
。
地
方
官
は
報
告

を
承
認
す
る
と
、
爾
造
及
び
関
係
者
に
帖
文
を
愛
し
て
裁
定
の
遵
守
を
命
じ

る
。
つ
ま
り
、
地
方
官
は
里
甲
組
織
を
通
じ
て
、
郷
村
レ
ヴ
ェ
ル
の
紛
争
庭

理
に
首
た

っ
た
の
で
あ
る
。
中
島
氏
は
、
こ
の
プ
ロ
セ
ス
に
お
い
て
各
里
の

老
人
と
は
異
な
る
「
者
老
」
や
申
明
亭
に
輪
番
で
詰
め
た

「値
亭
老
人
」
な

る
者
が
訴
訟
事
賓
の
再
調
査
な
ど
に
嘗
た
っ
て
い
た
、
即
ち
清
代
の
差
役
の

役
割
を
果
た
し
て
い
た
こ
と
に
注
目
す
る
。
「
値
亭
老
人
」
の
存
在
は
「
官

吏
下
郷
の
替
市
」
が
遵
守
さ
れ
て
い
た
こ
と
を
示
す
し
、
郷
村
内
で
解
決
し
え

ず
に
地
方
{呂
に
提
訴
さ
れ
た
訴
訟
を
庭
理
す
る

一
つ
の
方
法
で
あ

っ
た
と
い

、「
J

。で
は
、
通
説
で
は
里
甲
制
が
動
揺
を
極
め
た
と
さ
れ
る
第
四
期
は
ど
う
で

あ
っ
た
か
。
中
島
氏
は
紛
争
庭
理
に
お
け
る
調
停
者

・
仲
裁
者
そ
れ
ぞ
れ
に

よ
り
動
向
を
描
き
分
け
て
い
る
。

て

里

長

(時
に
都
正
・

圏
正
、
城
市
で
は
坊
長
)
は
明
末
に
至
る
ま
で

紛
争
庭
理
に
係
わ
り
績
け
、
訴
状
を
受
け
、
或
い
は
地
方
官
街
へ
の

縛
呈
を
行
っ
た
。

二
、
老
人
に
よ
る
紛
争
庭
理
は
調
停
の
性
格
を
強
め
な
が
ら
、
郷
約
・
保

甲
制
の
定
着
と
前
後
し
て
蔦
暦
年
聞
に
は
完
全
に
形
骸
化
す
る
。

三
、
徽
州
に
お
い
て
は
明
代
中
期
か
ら
萌
し
た
郷
約

・
保
甲
制
の
長
で
あ

る
約
正

・
約
副
・
保
甲
は
隆
慶
年
聞
か
ら
老
人
と
入
れ
替
わ
る
よ
う

に
調
停
活
動
、
訴
状
の
取
次
に
骨
固
た
っ
て
い
る
こ
と
が
確
認
さ
れ
る
。

園
、
紛
争
賞
事
者
の
「
親
族
」
や
「
中
見
人
」
が
調
停
者
と
し
て
事
案
に

関
わ
る
事
例
が
最
も
多
く
な
る
。
調
停
は
専
ら
口
頭
に
擦
り
行
わ
れ
、

最
後
に
何
ら
か
の
「
約
」
が
立
て
ら
れ
る
。

こ
れ
ら
四
者
は
決
し
て
別
個
に
紛
争
庭
理
に
嘗
た

っ
て
い
た
わ
け
で
は
な
く
、

里
長
・
約
保
が
共
同
し
て
事
貧
調
査
に
嘗
た
る
こ
と
も
あ
る
し
、
調
停
者
と

し
て
同
時
に
名
を
連
ね
る
こ
と
が
あ
っ
た
の
は
盆
然
で
あ
ろ
う
。
「
そ
れ
ぞ

れ
は
具
健
的
な
郷
村
の
人
間
関
係
の
中
で
相
互
に
結
び
つ
き
、
重
な
り
合
い

な
が
ら
紛
争
慮
理
の
枠
組
み
を
作
り
上
げ
て
い
た
」
の
で
あ
る
。
中
島
氏
は

こ
の
動
き
を
里
甲
制
の
解
穏
と
健
訟
の
風
に
結
び
付
け
て
、
地
方
官
街
の
直

接
閥
興
、
郷
約

・
保
甲
制
に
よ
る
郷
村
の
秩
序
維
持
シ
ス
テ
ム
の
再
構
築
、

族
人

・
中
人
な
と
に
よ
る
自
生
的
な
秩
序
形
成
と
い
う
三
つ
の
方
向
性
を
示

す
も
の
と
し
て
い
る
。

右
に
見
て
き
た
明
代
を
通
じ
た
徽
州
の
郷
村
に
お
け
る
紛
手
慮
理
の
愛
遜

は
中
園
史
の
中
で
如
何
な
る
意
味
を
持
つ
の
か
。
宋
元
以
来
、
名
望
家
に
よ

る
郷
村
レ
ヴ
ェ
ル
の
紛
争
庭
理
は
「
武
断
郷
里
」
と
「
排
難
解
紛
」
と
い
う

表
裏
を
な
す
レ
ト
リ
ッ
ク
に
よ
っ
て
描
か
れ
て
き
た
が
、
明
朝
は
「
排
難
解

紛
」
の
側
面
を
制
度
化
し
、
郷
村
を
園
家
統
治
の
内
に
取
り
込
も
う
と
し
た
。

そ
れ
が
老
人

・
里
甲
制
で
あ
る
。
制
度
の
意
園
が
成
功
し
た
か
否
か
は
分
か

ら
ぬ
が
、
徽
州
に
お
い
て
は
「
同
族
や
村
落
、
姻
戚
や
知
友
、

『衆
議
』
な

ど
に
よ
る
調
停
を
含
め
た
紛
争
・
訴
訟
庭
理
の
全
健
的
な
枠
組
み
の
中
で
」
、

老
人
や
里
長
は
「
中
心
的
な
結
節
勤
と
し
て
の
役
割
を
果
た
し
て
い
た
」
。

一
六
世
紀
以
降
、
社
舎
の
流
動
化
に
伴
い
、
里
甲
・
老
人
制
を
中
心
と
す
る
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紛
争
由
処
理
の
枠
組
も
動
揺
し
、
郷
村
社
舎
に
お
け
る
紛
争
庭
理

・
秩
序
維
持

の
主
健
は
多
様
化
し
て
い
く
。

本
書
に
お
い
て
は
、
宋
代
か
ら
明
代
に
か
け
て
の
徽
州
の
枇
曾
状
況
と
関

連
づ
け
た
具
程
的
な
論
述
が
行
わ
れ
て
お
り
、
評
者
の
力
量
不
足
で
議
論
が

抽
象
化
或
い
は
媛
小
化
し
て
し
ま

っ
た
の
で
は
な
い
か
と
虞
れ
る
が
、
以
上

が
本
番
の
要
約
で
あ
る
。
郷
村
レ
ヴ
ェ
ル
の
紛
争
慮
理
シ
ス
テ
ム
が
徽
州
に

お
い
て
如
何
に
嬰
遷
し
た
か
、
と
い
う
こ
と
に
つ
い
て

一
つ
の
モ
デ
ル
が
示

さ
れ
て
い
る
と
言
え
よ
う
。

中
島
氏
の
述
べ
る
通
り
、
こ
れ
ま
で
中
園
裁
判
史
研
究
は
賓
態
を
語
ろ
う

と
し
て
も
官
側
の
記
録
或
い
は
人
々
の
停
聞
な
ど
に
基
づ
く
編
纂
資
料
の
み

を
用
い
、
民
間
文
書
を
用
い
る
こ
と
は
な
か
っ
た
。
そ
の
結
果
、
官
の
輿
か

る
所
と
は
な
ら
な
か

っ
た
或
い
は
官
公
文
書
な
と
の
記
録
釣
象
と
な
ら
な
か

っ
た
紛
争
慮
理
に
つ
い
て
は
論
じ
ら
れ
る
こ
と
は
な
か
っ
た
。
徽
州
文
書
の

献
血
理
公
刊
と
目
録
整
理
は
徽
州
と
い
う

一
小
地
方
に
閲
し
て
で
は
あ
る
が
、

地
方
に
お
け
る
民
間
紛
争
の
賓
態
と
そ
の
獲
遷
を
通
時
的
に
検
討
す
る
こ
と

を
可
能
に
し
た
。
「
同
時
代
と
し
て
は
も
っ
と
も
豊
富
且
つ
多
彩
な

『
ロ
ー

カ
ル
・
ヒ
ス
ト
リ
ー
史
料
」
の
検
討
を
通
じ
て
郷
村
枇
舎
に
お
け
る
紛
争
解

決
と
秩
序
形
成
と
い
う
問
題
を
め
ぐ
る
、
既
成
の
研
究
に
よ
る
一
般
的
認
識

を
再
検
讃
す
る
」
と
い
う
氏
の
テ
l
マ
も
こ
こ
か
ら
生
ま
れ
た
。
再
検
討
に

は
パ
ラ
ダ
イ
ム
縛
換
に
よ
る
も
の
と
新
資
料
の
後
見
に
基
づ
く
も
の
と
が
あ

る
が
、
本
書
は
徽
州
文
書
に
よ
る
「
里
老
人
制
」
の
再
検
討
と
し
て
、
即
ち

後
者
に
岡
崎
す
る
も
の
と
し
て
研
究
史
上
に
位
置
づ
け
ら
れ
よ
う
。

本
書
に
よ
り
新
た
に
解
き
明
か
さ
れ
た
事
賓
の
意
義
に
つ
い
て
は
、
評
者

の
言
を
待
つ
ま
で
も
な
く
、
尊
家
に
よ
り
各
章
の
奮
稿
に
つ
い
て
書
か
れ
た

『法
制
史
研
究
』
四
四
、
四
七
、
五

一
各
競
の
批
評
に
詳
し
く
述
べ
ら
れ
て

い
る
。
一

言
で
言
っ
て
し
ま
え
ば
、
松
本
善
海
氏
以
来
の
通
説
で
あ
る
「
里

老
人
」
像
を
覆
し
、
官
同
暦
靭
初
頭
ま
で
郷
村
レ
ヴ
ェ
ル
の
紛
争
庭
理
に
関
わ

っ
て
い
た
「
老
人
」
像
を
提
示
し
た
、
と
い
う
こ
と
に
な
ろ
う
。
そ
し
て
、

郷
村
内
の
人
間
関
係
金
慢
の
中
で
争
議
の
解
決
(
慮
決

・
調
停
)
が
目
指
さ

れ
て
い
た
こ
と
、
そ
の
シ
ス
テ
ム
の
愛
遜
を
示
す
こ
と
に
よ
り
、
中
閣
法
制

史
の
空
白
部
分
で
あ
る
民
間
紛
争
に
つ
い
て
明
代
を
中
心
に
一
つ
の
モ
デ
ル

を
描
き
出
し
た
功
績
は
特
筆
さ
れ
ね
ば
な
ら
な
い
。

し
か
し
、
本
書
全
憶
を
通
じ
て
違
和
感
を
覚
え
る
黙
が
一
つ
あ
る
。
中
島

氏
が
「
制
度
」
と
い
う
言
葉
を
使
わ
れ
る
と
き
、
如
何
な
る
も
の
を
想
定
し

て
い
る
の
か
見
え
て
こ
な
い
こ
と
で
あ
る
。
近
年
の
三
木
聴
氏
と
の
論
争
に

あ
っ
て
爾
者
の
意
見
が
す
れ
違
っ
て
い
る
の
は
、
お
互

い
の

「
制
度
」
観
が

お
互
い
に
見
え
て
い
な
い
勲
に
原
因
が
あ
る
の
で
は
な
い
か
。
各
ん
吋
が
設
明

し
た
個
別
具
種
的
な
事
象
は
動
か
し
よ
う
の
な
い
事
賓
と
し
て
承
認
さ
れ
る
。

針
し
て
、
嫁
っ
て
立
つ
基
本
的
な
観
念
は
な
か
な
か
に
理
解
し
が
た
い
も
の

が
あ
る
。一
一一木
氏
が
「
嘗
篤
」
と
「
貧
態
」
と
い
う
枠
組
を
用
い
て

『明
賓

録
』
や
一崎
建
閥
遠
の
資
料
に
あ
る
記
事
を
説
明
す
る
と
き
、
賓
態
と
は
嘗
篤

(
規
定
)
が
援
用
さ
れ
て
出
現
し
た
姿
で
は
な
く
、
あ
る
が
ま
ま
の
状
態
を

い
い
、
賓
態
も
「
制
度
」
た
り
う
る
の
か
と
い
う
疑
念
が
残
る
。
「
明
代
里

老
人
制
の
再
検
討
」

(三
木

『明
清
一服
建
農
村
枇
舎
の
研
究
』
〔
北
海
道
大
祭

園
書
刊
行
曾
二

O
O
二
年
〕
所
収
)
に
お
い
て
「
制
度
と
は
す
ぐ
れ
て
理

念
的
所
産
で
あ
り
、
賓
際
に
そ
れ
が
施
行
さ
れ
て
具
健
的
に
機
能
す
る
段
階

に
至
る
と
、

〈嘗
篤
〉
と
は
別
の

〈賞
態
〉
と
し
て
の
顔
が
浮
か
び
上
が
」

る
と
い
う
も
の
の
、
制
度
を
施
行
す
る
段
階
を
飛
び
越
し
て
賓
態
に
閲
す
る

議
論
が
進
め
ら
れ
て
い
る
。
逆
に
中
島
氏
も
老
人
「
制
」
が
如
何
な
る
も
の

-140一



141 

で
あ
り
、
そ
の
制
度
の
援
用
が
如
何
に
な
さ
れ
、
そ
の
結
果
と
し
て
如
何
な

る
事
象
が
現
れ
た
の
か
と
い
う
規
黙
を
鉄
い
て
い
る
よ
う
に
思
う
。
明
代

前

・
中
期
、
里
長

・
老
人
に
釣
し
て
「
朕
投
」
が
行
わ
れ
、
老
人
ら
に
よ
っ

て
庭
決
が
行
わ
れ
る
と
き
、
中
島
氏
は
直
ち
に
老
人

・
里
甲
制
を
定
め
た

『数
民
携
文
』
は
空
文
化
し
て
い
な
か
っ
た
と
す
る
(
例
え
ば
一

三
九
頁
)。

し
か
し
、
嘗
時
の
郷
村
に
生
き
た
人
々
は
『
数
民
傍
文
」
に
遭
っ
て
訴
訟
を

行
っ
て
い
た
の
か
、
そ
れ
と
も
、
慣
行
に
逢
っ
て
里
長

・
老
人
に
投
訴
し
て

い
た
の
か
。
そ
し
て
、
そ
れ
は
「
制
度
で
あ
っ
た
」
と
言
え
る
の
か
。
「務

文
」
が
規
定
と
し
て
認
識
さ
れ
て
い
な
い
の
で
あ
れ
ば
、
「
『数
民
携
文
』
に

お
い
て
図
家
か
ら
賦
輿
さ
れ
た
裁
剣
・
懲
罰
権
自
健
が
、
老
人
の
裁
定
に
単

な
る
民
間
調
停
の
一
環
た
る
以
上
の
力
を
奥
え
て
い
た
」
(
一
二
三
頁
)
と

い
う
こ
と
の
論
擦
は
な
く
な
る
。
細
か
い
黙
を
つ
つ
け
ば
、
三
三
二
頁
に

「
郷
里
の
朕
」
の
受
理
を
以
て
「
制
度
的
に
認
め
ら
れ
た
慣
行
」
と
い
う
と

き
、
評
者
に
は
こ
の
言
葉
自
慢
の
意
味
が
理
解
で
き
な
い
。
「
制
度
の
中
で

認
め
ら
れ
た
慣
行
」
な
の
か
、
そ
れ
と
も
、
「
制
度
に
昇
華
し
た
慣
行
」
な

の
か
、
は
た
ま
た
別
の
意
味
で
あ
る
の
か
。

里
老
の
紛
争
慮
理
権
限
を
規
定
し
た
こ
と
は
董
期
的
で
は
あ
り
、
大
き
く

取
り
扱
わ
れ
る
が
、

『数
民
傍
文
』
は
律
や
例
と
異
な
り
、
そ
の
係
文
を
援

用
し
て
い
る
こ
と
が
文
書
の
中
に
明
記
さ
れ
る
こ
と
の
少
な
い
法
令
で
あ
る
。

だ
か
ら
こ
そ
、
あ
る
事
象
を
以
て
「
制
度
」
と
「
傍
文
」
の
関
係
を
明
言
す

る
こ
と
に
は
危
険
が
伴
う
。
事
象
を
規
定
と
開
達
、つ
け
る
た
め
に
は
も
う
一

段
階
の
誼
明
手
績
が
必
要
な
の
で
は
な
い
か
。
中
島
氏
は
既
に
長
期
の
視
座

を
以
て
老
人
・
里
甲
制
を
捉
え
よ
う
と
し
て
い
る
の
で
あ
る
か
ら
、

『数
民

傍
文
』
を
相
針
化
し
て
、
連
綿
と
受
け
継
が
れ
て
き
た
名
望
家
た
ち
に
よ
る

管
篤
か
ら
制
度
た
る
老
人

・
里
甲
制
を
再
構
成
す
る
こ
と
は
で
き
ま
い
か
。

現
時
黙
で
は
制
度
と
し
て
の
老
人
制
を
描
く
こ
と
が
意
識
さ
れ
て
い
な
い
こ

と
に
よ
り
、
井
上
徹
氏
が

『法
制
史
研
究
』
四
四
抽
出
所
掲
書
評
に
お
い
て
喝

破
し
て
い
る
通
り
、
本
書
か
ら
は
明
朝
が
意
園
し
た
老
人
・
里
甲
制
な
ど
の

全
健
像
が
見
え
て
こ
な
い
。
第
二
章
、
第
八
章
は
そ
れ
に
釘
す
る
回
答
と
し

て
執
筆
さ
れ
て
い
る
よ
う
に
恩
わ
れ
る
が
、
園
家
内
の
制
度
と
し
て
老
人

・

里
甲
制
、
そ
れ
に
績
く
紛
争
庭
理
シ
ス
テ
ム
を
如
何
に
著
す
べ
き
か
と
い
う

課
題
が
残
さ
れ
て
は
い
ま
い
か
。
そ
れ
は
取
り
も
直
さ
ず
、
何
が
紛
争
慮
理

の
常
態
で
あ
っ
た
の
か
、
そ
し
て
、
制
度
と
如
何
に
リ
ン
ク
し
て
い
た
か
、

と
い
う
こ
と
で
あ
ろ
う
。
こ
の
問
題
に
解
答
が
出
れ
ば
、
第
四
期
に
お
け
る

紛
争
慮
理
主
健
各
々
の
営
篤
は
何
に
基
づ
き
骨
局
さ
れ
て
い
た
の
か
、
と
い
う

よ
う
な
疑
問
に
も
説
明
を
加
え
る
こ
と
が
自
ず
と
可
能
に
な
る
よ
う
に
考
え

る
。
明
代
後
期
に
お
け
る
老
人
・
里
長
ら
の
紛
争
庭
理
参
輿
は

「数
民
傍

文
』
と
は
単
純
に
結
び
付
け
る
こ
と
は
で
き
な
い
。
ま
た
約
保
が
郷
約
な
ど

に
規
定
さ
れ
て
い
な
い
事
項
を
何
に
基
づ
き
行
っ
て
い
た
の
か
、
つ
ま
り
、

郷
約
・
保
甲
「
制
」
と
は
如
何
な
る
も
の
で
あ
る
の
か
に
つ
い
て
も
中
島
氏

の
説
明
を
待
ち
た
い
。

も
う

一
つ
小
さ
な
疑
問
を
奉
げ
る
と
、
周
紹
泉

「
徽
州
文
書
所
見
明
末
清

初
的
糧
長
、
里
長
和
老
人
」

(『
中
園
史
研
究
」
一

九
九
八
|
二

に
「
明
末

清
初
徽
州
文
書
中
糧
長
、
里
長
、
老
人
資
料
表
」
と
し
て
掲
げ
ら
れ
た
デ
ー

タ
を
如
何
に
取
り
込
む
の
か
。
本
書
の
中
で
明
代
後
期
の
事
象
を
論
じ
る
と

き
、
徽
州
文
書
全
慢
で
は
数
量
が
膨
大
と
な
り
、
議
論
の
牧
拾
が
つ
か
な
く

な
る
こ
と
を
理
由
と
し
て
、
中
島
氏
が
主
な
デ
ー
タ
ソ
l
ス
と
し
た
の
は
合

同
・
文
約
の
み
で
あ
る
、
と
さ
れ
る
。
第
六
章
の
奮
稿
が
愛
表
さ
れ
た
の
と

同
じ
年
に
、
周
氏
は
前
掲
論
文
に
お
い
て
、
訴
訟
文
書
、
契
な
ど
も
加
え
て
、

明
代
嘉
靖
年
聞
か
ら
清
代
遁
光
年
間
に
至
る
ま
で
の
糧
長

・
里
長

・
老
人
な

-141-



142 

ど
の
活
動
を
示
す
表
を
作
成
し
て
い
る
。
こ
の
表
か
ら
は
寓
暦

一
四
年
に
老

人
が
紛
争
事
賓
の
調
査
活
動
を
行
っ
て
い
た
こ
と
が
分
か
る
。
ま
た
、
紛
争

と
係
わ
る
か
否
か
は
{
疋
か
で
は
な
い
が
、
加
里

(黄
珊
里
長
)
が
遁
光
二
九

年
に
存
在
し
た
と
い
う
の
も
新
鮮
な
驚
き
を
覚
え
さ
せ
る
。
中
島
氏
は
周
論

文
の
内
容
を
重
々
承
知
し
な
が
ら
皐
問
的
禁
欲
を
以
て
あ
ら
ゆ
る
史
料
に
手

を
庚
げ
る
こ
と
を
控
え
ら
れ
た
の
だ
が
、
こ
の
デ
ー
タ
は
中
島
氏
の
論
考
を

補
強
す
る
と
共
に
微
修
正
を
可
能
に
す
る
も
の
で
あ
る
。
ま
た
、
今
後
、
清

代
を
も
含
め
て
よ
り
長
期
に
わ
た
る
徽
州
の
郷
村
に
お
け
る
紛
争
慮
理
シ
ス

テ
ム
の
繁
遜

(
の
み
な
ら
ず
郷
村
の
行
政
シ
ス
テ
ム
の
愛
遷
に
つ
い
て
も
)

を
者
ゑ
小
す
る
と
き
に
指
針
と
な
る
。
こ
の
黙
に
つ
い
て
は
、
遠
か
ら
ず
新
し

い
論
考
が
中
島
氏
に
よ
り
後
表
さ
れ
る
も
の
と
思
う
。

さ
て
、
本
書
が
徽
州
文
書
と
い
う
膨
大
な
史
料
を
用
い
て
、
「
郷
村
枇
舎

に
お
け
る
紛
争
解
決
と
秩
序
形
成
と
い
う
問
題
を
め
ぐ
る
、
既
成
の
研
究
に

よ
る

一
般
的
認
識
を
再
検
設
」
し
た
結
果
と
し
て
示
し
た
紛
争
庭
理
シ
ス
テ

ム
の
繁
遷
モ
デ
ル
は
我
々
に
如
何
な
る
課
題
を
突
き
つ
け
て
い
る
の
か
。
本

書
が
中
心
に
扱
う
明
代
に
閲
し
て
、
同
レ
ヴ
ェ
ル
の
史
料
は
他
地
域
に
お
い

て
後
見
さ
れ
て
い
な
い
。
明
代
遼
東
槍
案
に
し
て
も
、

『四
川
各
地
勘
案
及

其
色
事
{
且
檎
加
』
に
し
て
も
、
司
法
行
政
の
寅
態
を
傍
え
る
貴
重
な
槍
案
で

は
あ
り
、
司
法
シ
ス
テ
ム
全
髄
を
解
き
明
か
す
際
に
、
そ
れ
ぞ
れ
を
別
角
度

か
ら
利
用
す
る
こ
と
は
可
能
で
あ
る
が
、
郷
村
レ
ヴ
ェ
ル
の
紛
争
庭
理
に
つ

い
て
そ
れ
ら
か
ら
知
る
こ
と
は
で
き
な
い
。
元
代
以
前
に
お
い
て
は
、
ま
と

ま
っ
た
槍
案
さ
え
博
わ
ら
な
い
の
が
賓
紋
で
あ
る
。
こ
こ
か
ら
導
き
出
さ
れ

る
答
は
、
第

一
に
、
徽
州
文
書
自
鰻
を
讃
み
直
し
、
中
島
氏
の
提
示
し
た
モ

デ
ル
を
再
検
設
す
る
、
第
二
に
、
以
前
と
同
じ
く
方
志
、
族
譜
、
文
集
、
貧

銭
な
ど
か
ら
丹
念
に
各
地
の
事
賓
を
拾
い
出
し
、
偏
見
な
く
徽
州
の
モ
デ
ル

と
比
較
し
、
各
地
の
紛
争
庭
理
像
を
断
片
的
に
で
も
築
き
上
げ
る
、
第
三
に、

前
二
者
の
研
究
を
通
じ
て
得
ら
れ
た
郷
村
紛
争
シ
ス
テ
ム
像
を
司
法
行
政
シ

ス
テ
ム
全
憶
の
中
に
位
置
づ
け
る
、
と
い
う
あ
り
ふ
れ
た
も
の
に
し
か
な
ら

な
い
。
線
て
は
中
島
氏
が
本
書
に
お
い
て
行
お
う
と
し
た
作
業
の
繰
り
返
し

な
の
か
も
知
れ
な
い
。
こ
の
作
業
に
お
い
て
常
に
心
に
留
め
て
お
く
べ
き
は
、

中
島
氏
が
「
武
断
郷
里
」
・
「
私
受
詞
状
」
と
「
排
難
解
紛
」
・
「
郷
里
の
紋
」

の
考
察
に
お
い
て
示
し
た
よ
う
に
、
文
書
の
レ
ト
リ

ッ
ク
を
如
何
に
讃
み
解

き
、
事
責
を
導
き
出
し
、
「
制
度
」
と
「
制
度
で
は
な
い
事
象
」
の
線
穫
を

描
き
出
し
て
い
く
か
と
い
う
こ
と
で
あ
ろ
う
。

な
お
、
中
島
氏
に
は
闘
連
論
文
と
し
て
「
明
代
中
期
の
老
人
制
と
郷
村
裁

剣」

(『
史
滴
』
一

五
競

一
九
九
四
年
)
及
び
「
明
代
の
訴
訟
制
度
と
老
人

制
|
|
越
訴
問
題
と
懲
罰
権
を
め
ぐ
っ
て
|
|
」
(
『中
園
!
祉
舎
と
文
化
』

一
五

競

二

0
0
0
年
)
が
あ
る
が
本
書
に
は
牧
録
さ
れ
て
い
な
い
。
前
者

は
氏
の
明
代
郷
村
裁
判
研
究
の
出
後
黙
と
な
っ
た
研
究
で
あ
る
。
後
者
は
主

に

『大
明
律
』
「
御
製
大
詰
』
『
明
賓
録
』
と
い
っ
た
編
纂
史
料
を
多
用
し
て

越
訴
の
範
園
と
老
人
の
懲
罰
穫
に
つ
い
て
述
べ
た
も
の
で
あ
る
が
、
氏
が

「
老
人
制
」
を
如
何
な
る
も
の
と
し
て
考
え
て
い
る
か
を
理
解
す
る
上
で
開

鍵
と
な
る
論
考
で
あ
る
と
恩
わ
れ
る
。
是
非
参
照
さ
れ
た
い
。
ま
た
、
中
島

氏
は
資
料
紹
介
「
明
末
徽
州
の
里
甲
制
関
係
文
書
」
(
『東
洋
拳
報
』
八

O
巻

二
競
一
九
九
八
年
)
も
物
さ
れ
て
い
る
こ
と
を
付
記
し
て
お
く
。

二
O
O
二
年
二
月

東

京

汲

古

書
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